


 

 

 
 この「いただきます」にあたる表現は英語にはありません（ちなみにフランス語・ドイツ語にも 
無いようです）。以前アメリカに行ったとき、食事の前に手を合わせて「いただきます」と言うと、 
アメリカ人の知人に不思議そうな顔で見られたことを思い出します。 
 キリスト教文化圏である欧米では、家畜は神から人間に与えられたもので、人間以外の生き物は 
魂を持たないとされています。食事の際、神様に感謝の祈りを捧げることはあっても、食べ物自体 
に感謝をすることはあまりないようです。 
 それに対し我々日本人は、古来より神道において全ての物には霊魂が宿ると信じていました。 
また、飛鳥時代に伝来した仏教により輪廻転生（全ての生き物は死んでも生まれ変わる）という 
思想がもたらされ、「一寸の虫にも五分の魂」という諺にもあるように、動物や草や木や虫に至る 
までも平等に命があり魂があるという考えが浸透していきました。 
 そのような文化的背景から自ずと食べ物に対する感謝の言葉である「いただきます」が生まれた 
のでしょう。 
 
 
 生きている者は他の生き物の命をいただかなくては生きることはできません。「いただきます

論争」の母親が松食の見学に来たら、どんな感想を持たれるのか？きっと「いただきます」の本当

の 
意味を理解してくれると私は思います。 

 

 

 

 

 


